






















































































































































































































































































出していますが、今回のものは第 3 号になります。 


























塾⻑ 佐 ⽵  秀 雄  
 
  








夫が配偶者を嫁と呼ぶこと             高野 啓       3 
米朝落語の会話にみる人間関係と感情の動き－「天狗裁き」を資料として－ 
松田 実保子     7 
人物を表す接尾語について    上野 和美      13 
「あげる」「～てあげる」                                 三好 由希子      23 
漢字の歎き      竹腰 純          28 
 
  










































その結果、次の 4 件を⾒つけることができました。 
(1) 2011 年「嫁という表現の好き嫌い」 
2011 年に、嫁という表現の好き嫌いを問う書き込みがありました。「⾃分は既婚男性で
あるが、配偶者を「嫁」という⼈に違和感があるが⼥性はどう思うか」というものです。










(2) 2015 年「嫁という⾔い⽅は好きか」アンケート 
 2015 年には、「嫁という⾔い⽅は好きですか」というアンケートがありました。その結
果は、次の通りでした。 
・好き        10.1％ 
・嫌い        29.7％ 













(3) 2016 年「嫁という現象増加の理由」 
2016 年のサイトで、最近⾃分の妻を嫁という現象が増えているのはなぜ（是⾮を問うも


















(4) 2017 年「嫁の当て字」 
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それだけに、私は、息⼦の配偶者には「嫁」の役割は担わせたくないという思いが強い























































 資料として使用したのは、次の 3種類である。 
Ａ 1972 年４月 23 日（京都府立文化芸術会館）の高座の書き起こし 
Ｂ 1989 年 6 月 13 日の高座の書き起こし 


















表 1 発話数 ( )内は「見ていない」表現の数 
相手 Ａ Ｂ Ｃ 
女房 ９（５） 10（６） 11（６） 
隣人 ８（３） 10（４） 11（４） 
家主 ７（１） ７（４） ７（４） 
奉行 ６（２） ４（２） ４（２） 








  表 2 相手別の「見ていない」表現 



















































































































 表 3 相手別の自称 
相手 Ａ Ｂ Ｃ 
女房 おら おら、わい わしゃ 
隣人 わい、わしゃ わい、わしゃ わしゃ、わし 
家主 わて、わし、わしゃ わたしゃ わたい、わたし 
奉行 わたし わて わたし 
























 主人公が会話の相手をどのように称しているかを整理したものが次の表 4である。 
 
表 4 相手別の対称 
相手 Ａ Ｂ Ｃ 









奉行 お奉行さん お奉行さん お奉行さん 










































・「桂米朝 上方落語大全集 第 2集」（東芝レコード）に添えられた文字化資料 
・http://kamigata.fan.coocan.jp/kamigata/rakugo89.htm【上方落語メモ第２集】 
・桂米朝「上方落語 桂米朝コレクション〈2〉奇想天外」(ちくま文庫、2002 年） 
  







































































































































































































































































































































⼤野晋 編 『古典基礎語辞典』五版 ⾓川学芸出版, 2012 年 
⼩川環樹他 編『⾓川新字源』改訂新版 ⾓川書店, 2017 年 
沖森卓也・肥⽖周⼆『⽇本語ライブラリー 漢語』朝倉書店, 2017 年 
北原保雄 編『明鏡国語辞典』⼤修館書店, 2003 年 
⼩駒勝美『漢字は⽇本語である』新潮社, 2008 年 
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松村明 監修『デジタル⼤辞泉』⼩学館, 2017 年 
⼭下喜代「接辞の造語⼒と表現性」, 野村雅昭・⽊村義之『わかりやすい⽇本語』, 
くろしお出版, 2016 年 
  



























 ＊『岩波国語辞典』第 7 版、岩波書店、2014 年 
  敬語としての⽤法。○イ 「与える」「やる」のへりくだった⾔い⽅。「君に−・げよう」
「あとで使いを−・げます」。また、動詞の連⽤形＋「て」に続き、「…てやる」のへ
りくだった⾔い⽅。「書いて−」「読んで−・げましょう」。 
＊『新明解国語辞典』第 7 版、三省堂、2012 年 
「与える」の丁寧語。「誕⽣⽇のお祝いを−」 
（補助・下⼀型） 「やる」の・謙譲（丁寧）語。「教えて−・持って−・探して−」 
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漢 字 の 歎 き 
 
竹 腰  純 
 
１．はじめに 
平成 23 年 7 ⽉ 9 ⽇武庫川⼥⼦⼤学⾔語⽂化研究所主催の「ことばのサロン」に参加し
て以来 6 年が経過した。武庫川学院は平成 31 年に創設から 80 年を迎える。この節⽬を前
に、「武庫川学院 80 年史（学院の歴史を俯瞰し、未来へ⾶翔する）」の編纂が始まってい
る。ホームページには取材チームの記事が掲載され、平成 29 年 3 ⽉ 2 ⽇に開催された⾔
語⽂化研究所公開講座の様⼦も紹介された。同学院創設の⽇である昭和 14 年 2 ⽉ 25 ⽇に
注⽬してみた。 
 
２．昭和 14 年 2 月 25 日 
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３. 昭和 14 年 
次にもう少し広く昭和 14 年とはどのような年だったのか主なニュースに注⽬してみた。 
○ 1 ⽉ 04 ⽇ 近衛内閣総辞職 翌⽇平沼騏⼀郎内閣成⽴ 
〇 1 ⽉ 15 ⽇ 69 連勝の横綱双葉⼭ 安芸ノ海に敗れる（縦書き） 














































































































































【昭和 14 年 1 ⽉ 16 ⽇讀賣新聞 朝刊】 
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【昭和 14 年 1 ⽉ 27 ⽇毎⽇新聞 朝刊】 
〇 2 ⽉ 09 ⽇ ジャン・ギャバン主演の【望郷】が封切られ⼈気に。 
〇 3 ⽉ 19 ⽇ 関⾨トンネル貫通 
〇 5 ⽉ 11 ⽇ ノモンハンで満州国軍とモンゴル軍が衝突 

























































【昭和 14 年 5 ⽉ 31 ⽇讀賣新聞 朝刊】 
〇 6 ⽉ 03 ⽇ 後楽園球場でプロ野球東⻄対抗戦 
〇 8 ⽉ 19 ⽇ 東亜逓信博覧会で初めてテレビ⼀般公開 
〇 8 ⽉ 26 ⽇ ⽶で初の⼤リーグテレビ中継 
〇 8 ⽉ 28 ⽇ 平沼内閣総辞職、陸軍⼤将阿部信⾏内閣へ 
〇 8 ⽉ 30 ⽇ ⼭本五⼗六中将が連合艦隊司令⻑官に就任 







【昭和 14 年 4 ⽉ 9 ⽇讀賣新聞 朝刊】 










































































































  【昭和 14 年 9 ⽉ 4 ⽇讀賣新聞 朝刊】 
〇 9 ⽉ 30 ⽇ 厚⽣省 結婚⼗訓発表 
〇10 ⽉ 18 ⽇ 価格等統制令が公布され、物価や賃⾦が凍結される 
〇11 ⽉ 08 ⽇ ミュンヘンのナチス党⼤会で爆弾が爆発し 70 余⼈が死亡。ヒトラーの暗殺
計画失敗 
〇11 ⽉ 16 ⽇ プロ野球 川上哲治選⼿が⾸位打者に 








































































































































































































































































【昭和 14 年 11 月 26 日讀賣新聞 夕刊】 







































































































その後この 1,295 字は 1,850 字に修正され、昭和 21 年 11 ⽉ 5 ⽇国語審議会が答申、同
年 11 ⽉ 16 ⽇に内閣が「当⽤漢字表」を告⽰することになる。⽇本語の平易化のため、新
たに定めた 1,850 字以外は使⽤すべきではないとの告⽰である。 
この「当⽤漢字表」の告⽰と同時に、「現代かなづかい」も告⽰された。それを受けて、































このように、昭和 17 年から昭和 22 年にかけて新聞の表記は⼤きく変わった。昭和 17








































































































































































































































































































































翌昭和 21 年 3 ⽉にはアメリカ教育使節団が「⽇本⼈は漢字の暗記が⽣徒に過重の負担
をかけている」として漢字、ひらがな、カタカナを廃⽌し、ローマ字のみにすることを提
案した。これを受け⽇本ローマ字会とカナモジカイが共同声明を発表した。 
























は当⾯漢字の使⽤を制限する⽬的で昭和 21 年 11 ⽉ 5 ⽇漢字表を答申し、わずか 11 ⽇後
の 11 ⽉ 16 ⽇に内閣が「当⽤漢字表」を告⽰した。これには反対意⾒も多く、混乱がしば
らく続いたようである。 










































































































































【愛きょう】京都を愛すること     【愛嬌】①にこやかでかわいいこと②あいそ 
【えい児】良い⼦           【嬰児】⽣まれてまもない⼦供 
【えん曲】演歌を作曲すること。また、 【婉曲】遠まわし 
その曲 
【おう歌】応援歌の略         【謳歌】声をそろえてほめたたえること 
【改しゅん】反省してシュンとなること 【改悛】あやまちを悔いて改めること 
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【かく乱】不良学⽣が着る制服     【攪乱】かき乱れ、混乱させること 
【かん腸】腸の働きが良いこと     【浣腸】肛⾨から直腸に薬剤を注⼊すること 
【帰すう】真っ直ぐ帰宅すること    【帰趨】物事が⾏き着くこと(ところ) 
【欺まん】饅頭のまがい物       【欺瞞】うそをついてだますこと 
【狭あい】博愛の反対         【狭隘】狭くるしいこと 
【ぐう話】眠気を催す話        【寓話】教訓的なたとえ話 
【苦もん】学習塾           【苦悶】苦しみもだえること 
【警ら】警察官の複数形        【警邏】パトロール 
【けん引】⽝の散歩          【牽引】引っぱること 
【研さん】研ナオコさん        【研鑽】努⼒して研究を深めること 
【けん怠】さぼり癖のある⽝      【倦怠】①飽きて嫌になること②体が疲れてだ 
るいこと 
【こま⽝】やんちゃな⽝        【狛⽝】神社に置くシシに似た獣の⼀対の像 
【混とん】あいびき          【混沌】物事(の区別)がはっきりしないようす 
【困ぱい】⿇雀で捨て牌に困ること   【困憊】疲れきること 
【さい疑】妻の不倫を疑うこと     【猜疑】ねたみ疑うこと 
【さい銭】妻のへそくり        【賽銭】参詣したときに、神仏に供えるお⾦ 
【さい帯⾎】妻が⾎の滲むような思いで 【臍帯⾎】へその緒に含まれる⾎液 
      購⼊した帯 
【しゅう⾬】⼤気汚染された地域で降る 【驟⾬】にわか⾬、⼣⽴ 
      少し臭う⾬ 
【じょう⾆】⾼級なタン        【饒⾆】おしゃべり 
【常とう】常夜灯の略         【常套】いつもの決まったやり⽅ 
【信ぴょう】信ずる⼈物に⼀票を投じる 【信憑】信⽤すること 
こと 
【すう勢】肺活量           【趨勢】物事のなりゆき・傾向。 
【ぜい弱】重い⾵邪の症状       【脆弱】もろくて弱いこと 
【ぜい沢】ぜい⾁が沢⼭つくこと    【贅沢】分不相応な消費や⾏ない 
【せん越】⼀線を越えること      【僭越】⾝の程をわきまえず、出すぎたことを 
する様⼦ 
【せん光】⽩檀の⾹り         【閃光】瞬間的にきらめく光 
【だ捕】下⼿糞なキャッチャー     【拿捕】（敵国や外国の船を）捕らえること 
【だん家】暖かい家          【檀家】その寺に墓地をもち、寺を援助する家 
【ちょう落】バンジージャンプ     【凋落】①植物が⽣気をなくすこと②おちぶ 
れること③衰えること 
【でん粉】⼿⼊れの悪い調味料⼊れ   【澱粉】栄養素の⼀ 
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関⻄地⽅で⾔う 
【どう喝】堂々と「喝」を⼊れること  【恫喝】おどすこと 
【投かん】空き⽸をゴミ箱に投げ⼊れる 【投函】ポストに⼊れること 
こと 
【同せい】苗字が同じ⼈        【同棲】（正式に結婚していない男⼥の）同居 
【棟りょう】腕の良い⼤⼯さん     【棟梁】①⼤⼯のかしら②国や団体の統率者 
【ねつ造】ヘルペス          【捏造】でっち上げること 
【ばい菌】不衛⽣なお店の⾷べ放題   【黴菌】（有害な）細菌の俗称 
【抜てき】ライバルチームから選⼿を引 【抜擢】⼤勢の中から引きぬいて重く使うこと 
き抜くこと 
【ばん歌】銀⾏員が歌う歌       【挽歌】⼈の死をいたみ悲しむ歌 
【ばん回】⽕の⽤⼼          【挽回】失ったものを取り戻すこと 
【範ちゅう】品⾏⽅正なネズミ     【範疇】分類の基本的なわく 
【ひょう変】若い⼥性が突然関⻄のおば 【豹変】突然変わること 
ちゃんになること 
【ひん死】⾺が死ぬこと        【瀕死】今にも死にそうな状態 
【ふ頭】ふと頭に過ること       【埠頭】港で、船を横付けする所 
【明せき】窓際の明るい席       【明晰】明らかではっきりしていること 
【もん絶】⾨の前で絶命すること    【悶絶】もだえ苦しんで気絶すること 
【らく印】シャチハタ         【烙印】焼き印 
【落いん】印鑑を落とすこと      【落胤】昔、⾝分の⾼い⼈が密かに⽣ませた⼦ 
【漏えい】インフルエンザＡ型を⾒逃す 【漏洩】秘密などが漏れる（漏らす）こと 
こと 
【⽼かい】⽼⼈性⽪膚病        【⽼獪】経験を積んで悪賢いこと 





著である。⼤学⽣協は平成 30 年 2 ⽉ 26 ⽇に、⼤学⽣の読書時間が減少しており、⼀⽇の
読書時間が０分の割合が 53.1%にのぼると発表した。活字離れは想像以上のスピードで進
⾏している。では漢字離れはどうか。平成 12 年度 157 万⼈だった漢字検定受験者数は平












 とはいえ、平成 26 年度⽂化庁の「国語に関する世論調査」で、⽂字の⼿書きに関する
アンケート「⽂字を⼿書きする習慣をこれからの時代も⼤切にすべきであると思うか」と
の問いに、91.5%の⼈が「⼤切にすべきと思う」と回答しているのにはホッとした。 
 平成 30 年は「今年の漢字」に応募し、漢字検定にチャレンジすることを決⼼して、こ
のレポートの締めとする。 
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開講場所：武庫川⼥⼦⼤学⾔語⽂化研究所 研究所棟 I−609 
 
開講⽇時： 
第１回 2017 年 5 ⽉ 20 ⽇(⼟)    第２回 2017 年 6 ⽉ 17 ⽇(⼟) 
10 時 30 分〜12 時 30 分    10 時 30 分〜12 時 30 分 









第３回 2017 年 10 ⽉ 7 ⽇(⼟)    第４回 2017 年 12 ⽉ 23 ⽇（⼟） 







         
  
 
第５回 2018 年 2 ⽉ 3 ⽇(⼟) 
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企画・開催 佐⽵秀雄（本研究所研究員） 岸本千秋（本研究所助⼿） 
レポート指導 佐⽵秀雄 岸本千秋 






















刊⾏ 2018 年 3 ⽉ 3 ⽇ 
編集 佐⽵秀雄 岸本千秋 
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